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五城目町大川保育園前消火栓より町浄水場へ送水
　８月10日から15日、アオコにより断水の続く中、断水の緩和のため五城
目町の協力を得て、大川保育園前消火栓より八郎潟町消防団の協力により、
750メートルの距離をポンプ４台で町浄水場への送水が行われました。

（写真は、町浄水場へ送水される状況を見守る消防団員の皆さんと町職員）
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八
郎
湖
・
馬
場
目
川
で
ア
オ
コ
大
発
生

八
郎
湖
・
馬
場
目
川
で
ア
オ
コ
大
発
生

◎
給
水
車
、
給
水
タ
ン
ク
の

支
援

　
給
水
に
あ
た
り
、
他
の
市
町
か
ら

も
給
水
車
、
給
水
タ
ン
ク
の
支
援
を

受
け
ま
し
た
。

○
給
水
車

　
　
秋
田
市
、
能
代
市
、
男
鹿
市

○
給
水
タ
ン
ク

　
　
潟
上
市
、
五
城
目
町
、
三
種
町

８
月
８
日
〜
17
日

　
10
日
間
に
わ
た
り
給
水
制
限
が
続
き
ま
し
た

８
月
８
日

対
策
本
部
設
置

◎８月10日（木）　天候　晴

・午前６時から午前10時まで給水。その後、断水

・午後６時から午後９時まで給水。その後、断水

・県では馬場目川へオイルフェンス４連設置（午前）

・給水車で町職員が各地区を給水巡回

　　　　　　　　　　　　　　（午前、午後、夕方）

・町消防団により、大川保育園前消火栓から町浄水場

　へ水の供給。約750メートルの距離を４台のポンプ

　を使い送水に協力（～15日）

◎８月11日（金）　天候　晴

・午前６時から午前８時まで給水。その後、断水

・午後６時から午後９時まで給水。その後、断水

・取水口に水中ポンプによる噴水装置を設置、水質浄化と

　水温低下をねらう

・給水車で町職員が各地区を給水巡回（午前、午後、夕方）

▲議員が取水口を視察

▲大川保育園前消火栓から
　送水を見守る町消防団員
　の皆さん

▲国道７号線歩道でポンプに立ち
　会う消防団員の皆さん

▲オイルフェンスがはられた馬場目川（取水口西側３連）

▲取水口に取り付けられた仮設噴水装置

▲各地区での給水

◎８月９日（水）　天候　晴

・給水車で町職員により各地区の場所で給水を開始

・午前６時から午前９時まで給水。その後、断水

・午後６時から午後８時まで給水。その後、断水

・議会全員協議会

・平均気温 26.0℃
・最高気温 30.1℃

・平均気温 27.4℃
・最高気温 33.6℃

（平均気温・最高気温は　五城目観測所データを利用）・平均気温 26.4℃
・最高気温 31.3℃

八
郎
湖
・
馬
場
目
川
で
ア
オ
コ
大
発
生

　
８
月
７
日
、
八
郎
湖
、
馬
場
目
川
で
ア
オ
コ
が
大
発
生
し
、
馬
場
目
川
に
流

れ
込
み
、
８
日
に
は
浄
水
場
取
水
口
近
く
ま
で
接
近
、
午
後
９
時
か
ら
夜
間
断

水
を
開
始
し
ま
し
た
。
９
日
に
は
町
浄
水
場
を
越
え
て
上
流
ま
で
ア
オ
コ
が
広

が
り
、
取
水
で
き
な
く
な
り
巡
回
給
水
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
で
は
ア
オ

コ
の
馬
場
目
川
逆
流
を
防
ぐ
た
め
防
潮
水
門
の
水
位
調
整
、
さ
ら
に
取
水
口
近

く
へ
、
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
４
連
設
置
し
ま
し
た
。
11
日
、
緊
急
事
態
に
よ
り

五
城
目
町
大
川
保
育
園
前
の
消
火
栓
か
ら
町
浄
水
場
へ
送
水
。
12
日
に
は
、
秋

田
市
か
ら
の
支
援
に
よ
り
給
水
ポ
リ
バ
ッ
ク
を
役
場
前
に
２
基
設
置
し
、
自
由

に
給
水
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
天
候
に
変
化
の
な
い
ま
ま
、
町
の
強
い
要

望
が
実
り
、
15
日
早
朝
よ
り
萩
形
ダ
ム
か
ら
10
万
ト
ン
の
ダ
ム
水
を
放
流
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
改
善
が
見
ら
れ
た
と
し
て
、
給
水
時
間
を
延
長
し
、

18
日
の
大
雨
に
よ
り
断
水
が
解
除
さ
れ
、

さ
ら
に
通
常
通
水
と
な
り
、
対
策
本
部

の
解
散
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
付
順
に
、
そ
の
様
子
を
追
っ
て
み

ま
し
た
。
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各地区での給水 ▲各地区での給水

▲ダム放流を見ようと集ま
　った人たち（取水口付近）

▲五城目町平ノ下付近
　（午前７時すぎ）

▲ダム放流後の五城目町の
　馬城橋付近

▲ダム放流前の五城目町の
　馬城橋付近

▲役場前の給水用ポリバック

◎８月13日（日）　天候　晴

・午前６時から午前９時まで給水。その後、断水

・午後０時から午後１時30分まで給水。その後、断水

・午後５時から午後９時まで給水。その後、断水

・給水車で町職員が各地区を給水巡回　

　　　　　　　　　　　　　（午前、午後、夕方）

◎８月12日（土）　天候　晴

・午前６時から午前９時まで

・午後０時から１時まで給水。その後、断水

・午後６時から午後８時まで給水。その後、断水

・秋田市より給水用ポリバック２基（２トン）役場前

　に設置（午前８時30分～午後７時（～15日）

・給水車で町職員が各地区を給水巡回（午前、午後、夕方）

◎８月15日（火）　天候　晴

・午前４時、萩形ダムより３時間ダム水放流

　（総放流量約10万トン、毎秒11トン放流）取水口周辺

　３センチ水位上昇、アオコを河口へ押し流す。夜間断水

・午前６時から午前９時まで給水。その後、断水

・午後０時から午後１時30分まで給水。その後、断水

・午後５時から午後９時まで給水。その後、断水

・給水車で町職員が各地区を給水巡回（午前、午後）　

◎８月14日（月）　天候　晴

・午前６時から午前９時まで給水。その後、断水

・午後０時から午後１時30分まで給水。その後、断水

・午後５時から午後９時まで給水。その後、断水

・給水車で町職員が各地区を給水巡回　

　　　　　　　　　　　　　（午前、午後、夕方）　

◎８月16日（水）　天候　晴

・日中通水　　夜間断水（午後10時～午前５時）

◎８月17日（木）　天候　晴

・日中通水　　夜間断水（午後11時～午前５時）

◎８月18日（水）　天候　雨

・朝、午後とも大雨が降り、通常通水可能として

　断水時間解除

・対策本部解散

町民の皆様、断水の際は

大変ご迷惑をおかけしました。

給水などにご協力頂いた関係各位の皆様、

ありがとうございました。

・平均気温25.5℃
・最高気温30.0℃

・平均気温24.2℃
・最高気温28.1℃

・平均気温26.2℃
・最高気温31.2℃

・平均気温28.5℃
・最高気温34.9℃

・平均気温29.8℃
・最高気温36.5℃

・平均気温26.6℃
・最高気温31.5℃

・平均気温27.9℃
・最高気温35.6℃
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馬場目川アオコ発生に伴う「上水道給水対策」について
平成18年9月　

　　　町　民　各　位
八郎潟町長　土　橋　多喜夫　

○はじめに
　今夏のアオコ発生による上水道の断水につきましては、大変ご不便、ご迷惑をおかけいたしました。
これまでの経緯と今後の対策について申し上げます。
　去る８月６日、八郎湖東部にアオコが発生し馬場目川河口を遡上していることを確認、７日、五城目町、井川町へ給水の
援助を要請しました。また、給水車、給水タンクなどは秋田市、能代市など近隣市町村へ依頼し、８日、「馬場目川アオコ
発生に伴う上水道給水対策本部」（本部長土橋多喜夫町長）を設置しました。
　９日から断水により2,480世帯、7,200人へ深刻な上水道障害が強いられ、町内地区へ給水車よる地区巡回給水供給活動を
開始しました。
　現在の八郎湖は、以前からの水管理からくる富栄養化、流域内農地からの汚濁水の流入、水源河川の流量の低下等水質の
改善が進まないことからアオコが発生しやすい状況にあります。
　梅雨明け以来、連日高温が続き水温が上昇、異臭が漂い取水口付近にアオコが見られたことから８月８日、第１回目の夜
間断水をおこないました。
　各家庭への給水については、朝方３時間、昼１時間半、夕方３時間。その間は断水。町民の日常生活に事欠き、ご不便を
おかけしました。夏場の最も水の必要なときに、猛暑により河川の水温が上昇、日中の取水を制限し水温の下がった明け方
に取水し、またその臭いの程度を浄水場内で調整、更には貯水槽の貯水や使用量の状況による給水時間を設定。使用時の給
水時間を徐々に延長し、断水時間を夜間のみにするなど改善に努めてきました。
　断水中、様々な苦情も寄せられました。「アオコの発生を防げないのか」「臭いがして飲めない、風呂に入られない。」
「商売ができない。」などです。今回を期に今後の対策をしっかりと図っていかなければならないと思っております。
　この間、浄水場の取水口周辺にアオコ遡上を阻止するオイルフェンスの設置やアオコを押し流す萩形ダムの放流など県、
関係機関及び団体のご支援をはじめ近隣市町村の給水に伴う物心両面のご厚意、ご援助をいただき心から感謝と御礼を申し
上げる次第です。
　また、断水時の「地区巡回給水」につきましても何かと不行き届きがあったと思います。心からお詫び申し上げます。そ
して、ご不便をおかけしているにもかかわらず職員へのあたたかいことばや励ましの声をいただき心から感謝申し上げます。
　今後はこのようなことのないよう国、県へ八郎湖の水質改善や馬場目川の河川環境対策等働きかけて参ります。また、近
隣市町村との応援体制、町内の協力について一層大事に万全を期して参りたいと思っております。
　このためには町当局、議会とともにこれまで以上に水道対策に取り組んでいく所存です。そして、安全、安心のまちづく
りに努めて参りますので、町民皆様のご理解ご協力をお願い申し上げます。

○対策経過について（概略）

�８月７日（月）�・アオコ情報により現場周辺確認
� �・給水車、給水タンクの手配及び五城目

町・井川町へ給水協力援助要請
� ８日（火）�・「馬場目川アオコ発生に伴う上水道給

水対策本部」設置
� �・県へ八郎湖防潮水門管理水位の調整要

請
� ９日（水）�・地区給水活動開始。町議員現地視察
� �・全員協議会開催
� 10日（木）�・土橋多喜夫町長・小野廣副議長共に西

村副知事へ｢萩形ダム」のダム水放流
を要請

� �・県オイルフェンスを浄水場取水口付近
へ４連設置、アオコ進入を防ぐ。

� �・全戸ヘチラン配布「水道の給水・断水
の緊急おしらせについて」

� �・消防団による大川保育園前消火栓から
浄水場への送水作業開始

� �・対策本部会議
� 11日（金）�・小阿仁川筋ダム対策連絡協議会へ土橋

町長出席、アオコ被害の状況を説明、
「人道的立場」とし、県打診のダム水
放流を承諾

� �・真崎堰・戸村大由土地改良区理事長へ
頭首工閉鎖の要請

� �・取水口に水中ポンプによる噴水装置、
水質浄化と水温低下に努める。

� 12日（土）�・給水用ポリバック２基（２トン）役場
前に設置

� �　朝８時半～夕方7時（17日まで続く）
� 13日（日）�・給水車による給水巡回、節水を呼びか

ける。
� 14日（月）�・給水車による給水巡回、節水を呼びか

ける。
� �・全員協議会開催
� 15日（火）�・午前４時、萩形ダムで３時間余ダム水

放流、取水口周辺３センチ水位上昇ア
オコ河口へ押し流す。夜間のみ断水

� �・対策本部会議
� 16日（水）�・日中通水、夜間断水
� �　（午後10時～午前６時）
� 17日（木）�・日中通水、夜間断水（午後11時～午前

５時）断水解除を検討
� �・対策本部会議
� �・西村副知事へ土橋町長、小野副議長、

村井総務委員長等面会
� 18日（金）�・朝、午後とも大雨、対策本部会議、通

常通水可能として断水時間解除する。
� �・対策本部解散

� 28日（月）�・臨時議会アオコ対策による給水対策本
部報告

� �　平成18年度一般会計補正予算について
� �　同上水道特別会計補正予算について
� 29日（火）�　県、関係機関団体及び隣接市町村へ礼

状送付
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国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　
　
　
〜
９
月
中
に
配
布
さ
れ
ま
す
〜

平成18年度敬老式　
    　９月15日（金）開催

　
現
在
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
、平
成
18
年

10
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
被
保
険
者
証
が
９
月

中
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
被
保
険
者
証
は
、皆
様
が
保
険
医
療
機
関
等
で
受
診
す

る
と
き
に
国
保
の
加
入
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

唯
一
の
証
明
書
で
す
。

　
そ
こ
で
、受
診
さ
れ
る
方
は
次
の
こ
と
を
必
ず
守
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

�
現
在
入
院
中
あ
る
い
は
通
院
中
の
方
は
、平
成
18
年
10

月
１
日
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証
を
必
ず
保
険
医
療
機

関
等
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

�
70
歳
以
上
の
方
、及
び
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て
い

る
方
は
、別
途
負
担
割
合
を
表
す
証
と
し
て「
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
」ま
た
は「
老
人
保
健
法
医
療
受
給

者
証
」を
、被
保
険
者
証
と
一
緒
に
保
険
医
療
機
関
等
の

窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

�
10
月
１
日
以
降
新
し
く
国
保
に
加
入
し
た
と
き
も
、入

院
・
通
院
に
か
か
わ
ら
ず
、必
ず
被
保
険
者
証
を
保
険
医

療
機
関
等
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

�
長
期
に
わ
た
っ
て
通
院
し
て
い
る
方
は
、月
の
初
め
に

必
ず
被
保
険
者
証
を
保
険
医
療
機
関
等
の
窓
口
へ
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
資
格
異
動
の
手
続
き
の
と
き
は

　
社
会
保
険
へ
の
加
入
や
転
出
な
ど
、国
保
の
資
格
異
動

の
手
続
き
の
と
き
は
、速
や
か
に
異
動
す
る
人
の
被
保
険

者
証
を
役
場
町
民
福
祉
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

世
帯
主
の
変
更
や
住
所
変
更
な
ど
の
と
き
は
、国
保
に
加

入
す
る
世
帯
全
員
の
被
保
険
者
証
を
町
役
場
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
町
民
福
祉
課
保
健
医
療
班

　
1
８
７
５
¦
５
８
１
３

　平成18年３月定例会において、八郎潟町手数料条例

の改正が行われ、住民票などの手数料が１０月１日か

ら「200円」に引き上げられます。

　これは、町の財政状況などを鑑み、歳入の確保を図

るために引き上げるものです。

　手数料が引き上げられるのは次のものです。

◎「200円」となる手数料
・身分証明に関する証明　・印鑑に関する証明

・印鑑登録証の交付

・住民票又は戸籍の附票に記載した事項に関する証明

・住民票の閲覧

・世帯一部の住民票又は戸籍の附票に関する証明

・租税公課に関する証明

・公簿、公文書又は図面の閲覧

・公簿、公文書又は図面の謄本又は抄本の交付

・情報公開に関する請求　・その他の証明

　◎問い合わせ先

　　役場町民福祉課町民生活班　1875－5805

　　役場総務課税務班　　　　　1875－5807

　本町は、昭和31年９月30日に一日市町、面潟村が合併し、
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　　　　　　警察音楽隊と八中吹奏楽部との合同演奏
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国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　
　
　
〜
９
月
中
に
配
布
さ
れ
ま
す
〜

　敬老式は、次のとおり開催されますので、皆さん

お誘い合わせのうえおいでください。

○日時　　９月15日（金）午後１時～
○場所　　町農村環境改善センター
◎問い合わせ先

　役場町民福祉課　1875－5808

平成18年度敬老式　
　　 ９月15日（金）開催 　今年の金婚式の対象は、婚姻年月日が昭和31年１月か

ら12月までの方々です。（事実婚も含みます）

　役場町民福祉課では、すべてのご夫婦の婚姻年月を把

握できませんので、結婚50年目を迎えられたご夫婦は、

９月29日（金）までにお申し込みください。

　多数のご参加をお待ちしております。

◎申込及び問い合わせ先　

　役場町民福祉課　1875－5808

平成18年度金婚式
　　　　　10月25日（水）
町農村環境改善センターで開催

～結婚50年を迎えられた方はお申し込みを～

八郎潟町手数料

  「150円」から「200円」
       に引き上げ 10月１日より施行

八郎潟町誕生50周年記念式典
９月30日開催
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〜
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
〜

ど
ん
ど
ん
夜
市

手
作
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

８
月
18
日
の
み
開
催
。
有
志
に
よ
り
手
作

り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
復
活
し
ま
し
た
。

踊る踊りの一日市  盆踊りが盛大に開催
８月18日～20日  太鼓、笛、唄、踊り

◎総 合 成 績
◆一般個人の部
・優勝　32区　谷村広治さん

◆一般団体の部
・優勝　八中バレーボール部

◆町内団体の部
・優　勝　13区町内会

・準優勝　２区町内会

・３　位　７区町内会

第
24
回
子
ど
も
会

　
　
盆
踊
り
大
会

　
８
月
19
日
、
町
教
育
委
員
会
主
催

の
第
24
回
子
ど
も
会
盆
踊
り
大
会
が

18
チ
ー
ム
２
４
２
人
が
参
加
し
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
わ
か
杉
国
体

を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
や
、
夏
の
イ

メ
ー
ジ
の
も
の
、
映
画
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
懲
ら

し
た
仮
装
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
踊

る
子
ど
も
達
に
、
沿
道
の
観
客
達
は

目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
会
盆
踊
り
大
会
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
最
優
秀
賞
　
　
　
28
区
子
ど
も
会

◎
優 

秀 

賞
　
４
・
５
区
子
ど
も
会

　
　
　
　
　
　
３
・
13
区
子
ど
も
会

　
８
月
18
日
の
み
開
催
。
一
日
市
仲
町
で
有

志
に
よ
り
手
作
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
復
活
し

ま
し
た
。

　秋田県三大盆踊り一日市盆踊りが８月 18日から20日までの３日間、一日市上町

大通りを会場に開催されました。

　今年は秋田県無形民俗文化財に指定さ れて初めてそして、八郎潟町誕生50周年

の節目の年を迎えた意義ある一日市盆踊り。

　初日は、日中大雨が降り、開催が心配 されましたが、盆踊りの時間が近づくに

つれ天気が上がり、盆踊り期間中の３日 間は天候にも恵まれて、踊り手やお囃子

のパワーと相まって大いに盛り上がりま した。

　会場には多数の観客も訪れ、会場は熱 気に包まれました。

　３日間で町内外から約1,800人の方々が 踊りに参加し、夏の思い出を心に刻んで

いるようでした。

　一日市盆踊りの大会期間中の人手は３ 日間で21,000人（警察発表）を数えました。

ど
ん
ど
ん
夜
市

手
作
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

踊る踊りの一日市  盆踊りが盛大に開催
８月18日～20日  太鼓、笛、唄、踊り
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◆一般個人の部
・優勝　32区　谷村広治さん

◆一般団体の部
・優勝　八中バレーボール部

◆町内団体の部
・優　勝　13区町内会

・準優勝　２区町内会

・３　位　７区町内会

▲町内団体の部で優勝した
13区町内会の皆さん

▲華やかな踊りで盛り上げます

▲しっかりした踊り、受け継いでます

▲小学生もがんばりました

▲中学生に負けず元気に踊りました

第
24
回
子
ど
も
会

　
　
盆
踊
り
大
会

８月18日～20日  太鼓、笛、唄、踊り

踊る踊りの一日市  盆踊りが盛大に開催

▲町内団体の部で優勝した
13区町内会の皆さん

▲一般団体の部で優勝した
八中バレーボール部の皆さん

▲華やかな踊りで盛り上げます

▲一般個人の部で優勝した谷村さん

▲祝・県指定無形民俗文化財

▲しっかりした踊り、受け継いでます

▲小学生もがんばりました

▲中学生も元気に唄って、踊って

▲中学生も、メイド姿で頑張りました

▲安全・安心のまちを目指して

▲あら、私どう…

▲中学生に負けず元気に踊りました

優
雅
な
三
勝
踊
り

▲
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新成人の皆さんおめでとうございます！

平
成
18
年
度
成
人
式

　
８
月
15
日
、
八
郎
潟
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
18
年
度
八
郎
潟
町
成

人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
晴
れ
て
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
の
は

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
対
象
者
95

名
の
う
ち
74
名
が
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
土
橋
町
長
の
挨
拶
の
後
、
小

野
町
議
会
副
議
長
と
、
新
成
人
が
中
学
校

３
年
生
の
頃
Ａ
組
の
担
任
で
あ
っ
た
長
崎

涼
子
先
生
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
工
藤
杏

奈
さ
ん
が
、
「
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
と
い
う
三
つ
の
社
会
に

育
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
、
そ
れ
ぞ
れ

の
社
会
か
ら
晴
れ
や
か
な
祝
福
を
受
け
な

が
ら
、
成
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
に
、
大
い
な
る
喜
び
と
、
身
の
引

き
締
ま
る
よ
う
な
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
未
成
年
と
い
う
こ
と
で
、

社
会
か
ら
も
家
庭
か
ら
も
大
目
に
見
て
も

ら
い
、
甘
え
も
許
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
本
日
か
ら
は
大
人
社

会
の
一
員
と
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
送

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
日
と
い
う
日
を

新
た
な
出
発
点
と
し
、
大
人
と
し
て
の
責

任
と
義
務
を
肝
に
銘
じ
て
、
焦
ら
ず
一
歩

一
歩
、
着
実
に
精
進
し
て
い
く
つ
も
り
で

お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で

は
あ
り
ま
す
が
、
故
郷
・
八
郎
潟
町
の
発

展
の
た
め
、
精
一
杯
努
力
し
て
ゆ
く
覚
悟

で
す
。
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
に
は
、
Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

で
も
お
な
じ
み
の
、
あ
べ
十
全
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
「
こ
れ
か
ら
の
故
郷
を
想
創

ろ
う
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
新
成
人
の
自
主
運
営
に
よ
る

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
恩
師
と
と

も
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
、
久
し
ぶ

り
に
集
ま
っ
た
同
期
生
達
と
の
会
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

▲謝辞を述べる工藤杏奈さん

▲講演の中で弾き語りをする
　あべ十全さん

成人式パーティー
でのスナップ
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平成18年度

新成人に対し模擬投票アンケートを実施

新成人模擬投票について分析

◎当日の有権者　74人　投票者　71人
　　投票率　95.95％

●あなたの事についてお答えください。
Ｑ性別について
【性別】・男　36人　・女　35人
●20歳になると選挙権が与えられます。選挙について
お答えください。
１．選挙権についてどう思いますか。
・期待していた（期待している）� 19人
・あまり関心が無い� 52人
・その他� ０人
２．選挙があった場合、投票に行きますか。
・行くと思う� 44人
・行かないと思う� 10人
・選挙の種類による� 17人
３．あなたの暮らしをよくするために最も影響が大き
　いと思う選挙はどれだと思いますか。
・衆議院議員総選挙� 12人
・参議院議員通常選挙� ０人
・県議会議員選挙� ３人
・知事選挙� 13人
・町議会議員選挙� 10人
・町長選挙� 34人
４．若い世代の投票率の低さが目だっています。これ
　はなぜだと思いますか。
・仕事が忙しい� 14人
・支持する政党・候補者がいない� 13人
・政治全体に関心がない� 17人
・投票しても世の中は変らない� 12人
・面倒くさい� 12人
・ついうっかり忘れてしまう� ４人
５．期日前投票制度があることを知っていますか。
・知っている� 40人
・知らない� 21人
・聞いたことはある� 10人
６．現在、選挙の投票は、投票日当日の午前７時から
　午後８時まで行われています。このことについてど
　う思いますか。（投票の時間は変更できることになっ
　ています）
開始時間【現在は午前７時から】
・良い� 39人
・遅くてもいい� 17人
・もう少し早くてもいい� ４人
・季節や選挙により変動してもいい� 11人

終了時間【現在は午後８時まで】
・良い� 39人
・遅くてもいい� 20人
・もう少し早くてもいい� ５人
・季節や選挙により変動してもいい� ６人
７．選挙について、どのような印象をお持ちですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）
・明るい選挙が行われている� 13人
・十分な情報のなかで自分たちの代表（政治家）を選
んでいる� 10人
・お金がかかるイメージが連想され、見返りや情実で
行なわれている気がする� 20人
・地域の将来を政治家の考えなどから具体的に思い巡
らすいい機会である� 12人
・電子投票などの新しい試みに興味がある�12人
・わからない� 13人

　今回のアンケート調査の結果、選挙権について関
心のない方が52人で全体の70・27％もいました。
また、選挙によっては投票に行かないと答えたのが、
27人で全体の36・49％でした。
　昨年と同じくらいの割合でしたが、まだまだ投票
への意識は薄いようです。
　しかし、「暮らしに最も影響がある選挙はどれ？」
の質問には、八郎潟町長選挙であると答えた方が
34人で全体の45．95％を占めました。
　また、棄権する理由としては、関心がない、投票
しても変わらない、面倒くさい等、投票される側の
事情による要因が41人で全体の55・41％を占めて
おります。これは、昨年の調査より約25％、一昨
年の調査結果70・59％と比較しても、約15％も下
回る結果となりました。
　そこで、投票時間についてみると、現在のままで
よいと答えた方が半数以上おり、「投票離れ」は、
投票時間には起因していないことがわかります。
　政治家の不祥事により政治への関心が希薄になる
中、今回の新成人模擬投票を通じて政治への関心が
高まり、来年４月に予定されている秋田県議会議員
選挙の投票率の向上に期待したいとしております。

◎当日の有権者　74人　投票者　71人
　　投票率　95.95％

●あなたの事についてお答えください。
Ｑ性別について
【性別】・男　36人　・女　35人
●20歳になると選挙権が与えられます。選挙について
お答えください。
１．選挙権についてどう思いますか。
・期待していた（期待している）� 19人
・あまり関心が無い� 52人
・その他� ０人
２．選挙があった場合、投票に行きますか。
・行くと思う� 44人
・行かないと思う� 10人
・選挙の種類による� 17人
３．あなたの暮らしをよくするために最も影響が大き
　いと思う選挙はどれだと思いますか。
・衆議院議員総選挙� 12人
・参議院議員通常選挙� ０人
・県議会議員選挙� ３人
・知事選挙� 13人
・町議会議員選挙� 10人
・町長選挙� 34人
４．若い世代の投票率の低さが目だっています。これ
　はなぜだと思いますか。
・仕事が忙しい� 14人
・支持する政党・候補者がいない� 13人
・政治全体に関心がない� 17人
・投票しても世の中は変らない� 12人
・面倒くさい� 12人
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５．期日前投票制度があることを知っていますか。
・知っている� 40人
・知らない� 21人
・聞いたことはある� 10人
６．現在、選挙の投票は、投票日当日の午前７時から
　午後８時まで行われています。このことについてど
　う思いますか。（投票の時間は変更できることになっ
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開始時間【現在は午前７時から】
・良い� 39人
・遅くてもいい� 17人
・もう少し早くてもいい� ４人
・季節や選挙により変動してもいい� 11人

終了時間【現在は午後８時まで】
・良い� 39人
・遅くてもいい� 20人
・もう少し早くてもいい� ５人
・季節や選挙により変動してもいい� ６人
７．選挙について、どのような印象をお持ちですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）
・明るい選挙が行われている� 13人
・十分な情報のなかで自分たちの代表（政治家）を選
んでいる� 10人
・お金がかかるイメージが連想され、見返りや情実で
行なわれている気がする� 20人
・地域の将来を政治家の考えなどから具体的に思い巡
らすいい機会である� 12人
・電子投票などの新しい試みに興味がある�12人
・わからない� 13人

平成18年度

新成人に対し模擬投票アンケートを実施
　８月15日、成人式式典前の時間を利用して、町明るい選挙推進協議会と
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実際に使用する記載台、投票箱、立会人の席などを配置して行われました。
　投票用紙は、選挙に関するアンケート用紙になっており、投票結果につい
ては今後の活動の参考にと考えています。

新成人模擬投票について分析

　今回のアンケート調査の結果、選挙権について関
心のない方が52人で全体の70・27％もいました。
また、選挙によっては投票に行かないと答えたのが、
27人で全体の36・49％でした。
　昨年と同じくらいの割合でしたが、まだまだ投票
への意識は薄いようです。
　しかし、「暮らしに最も影響がある選挙はどれ？」
の質問には、八郎潟町長選挙であると答えた方が
34人で全体の45．95％を占めました。
　また、棄権する理由としては、関心がない、投票
しても変わらない、面倒くさい等、投票される側の
事情による要因が41人で全体の55・41％を占めて
おります。これは、昨年の調査より約25％、一昨
年の調査結果70・59％と比較しても、約15％も下
回る結果となりました。
　そこで、投票時間についてみると、現在のままで
よいと答えた方が半数以上おり、「投票離れ」は、
投票時間には起因していないことがわかります。
　政治家の不祥事により政治への関心が希薄になる
中、今回の新成人模擬投票を通じて政治への関心が
高まり、来年４月に予定されている秋田県議会議員
選挙の投票率の向上に期待したいとしております。
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平
成
18
年
度
河
川
浄
化
標
語
入
選
作
《
敬
称
略
》

１
席
　
ぼ
く
ら
の
町
の
八
郎
湖

　
　
　
魚
の
町
の
八
郎
湖

　
　
　
　
　
　
　
６
年
　
小
野
　
寛
太

２
席
　
み
ん
な
で
守
ろ
う
私
た
ち
の
川

　
　
　
め
ざ
す
は
輝
く
自
慢
の
湖

　
　
　
　
　
　
　
６
年
　
小
中
　
杏
菜

３
席
　
守
る
ぞ
　
私
た
ち
の
八
郎
湖

　
　
　
　
　
　
　
５
年
　
山
田
　
柚
子

佳
作
　
き
れ
い
に
な
っ
た
水
で

　
　
　
楽
し
く
泳
げ
た
ら
い
い
な

　
　
　
八
郎
湖

　
　
　
　
　
　
　
６
年
　
畠
山
　
直
美

佳
作
　
目
標
は
き
れ
い
に
輝
く
八
郎
湖

　
　
　
夢
に
し
な
い
で
現
実
に

　
　
　
　
　
　
　
６
年
　
一
ノ
関
麻
結

佳
作
　
家
で
の
生
活
気
を
つ
け
よ
う

　
　
　
洗
剤
生
ゴ
ミ
流
さ
ず
に

　
　
　
考
え
て
み
よ
う
水
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
６
年
　
須
田
　
拓
哉

佳
作
　
ハ
ス
植
え
て

　
　
　
キ
レ
イ
に
し
よ
う

　
　
　
八
郎
湖

　
　
　
　
　
　
　
６
年
　
工
藤
な
る
美

佳
作
　
よ
ご
す
と

　
　
　
き
れ
い
に
な
る
に
は

　
　
　
時
間
が
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
５
年
　
北
嶋
　
優
奈

佳
作
　
よ
ご
さ
な
い
で

　
　
　
河
も
小
川
も
田
の
水
も

　
　
　
み
ん
な
の
八
郎
湖
が
終
点

　
　
　
　
　
　
　
５
年
　
土
橋
　
有
紗

佳
作
　
八
郎
湖
　
魚
が
生
き
て
る

　
　
　
湖
だ
　

　
　
　
　
　
　
　
５
年
　
北
嶋
　
明
奈

◎
感
謝
状
贈
呈

○
個
人

・
飯
塚
喜
市
　
　

　
秋
田
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

・
丸
谷
仁
美

　
秋
田
県
立
博
物
館
学
芸
主
事

・
小
柳
克
二
　
　

　
一
日
市
郷
土
芸
術
研
究
会
会
長

・
児
玉
　
亮
　

　
八
郎
潟
町
文
化
財
審
議
委
員
会
委
員

・
北
嶋
雄
一
　
　

　
八
郎
潟
町
公
民
館
館
長

○
団
体

・
横
浜
電
子
工
業
株
式
会
社

・
株
式
会
社
　
わ
ら
び
座

・
秋
田
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
文
化
財

　
保
護
室

　
８
月
６
日
、
商
工
会
青
年
部
主
催
に

よ
り
河
川
の
浄
化
運
動
の
一
環
と
し
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
七
夕
〜
ね
ぶ
な

が
し
〜
」
が
、
馬
場
目
川
の
竜
馬
橋
下

流
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
竜
馬
橋
付
近
は
灯
籠
を
流
そ
う
と
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
、
保
護
者

の
方
々
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
　

ま
た
、
こ
れ
と
合
わ
せ
て
八
郎
潟
小
学

校
の
５
・
６
年
生
か
ら
河
川
浄
化
標
語

の
募
集
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
、
１
８
５
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
次

の
皆
さ
ん
の
入
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
８
月
19
日
、
20
日
、
26
日
の
３
日

間
本
町
の
Ｃ
Ｍ
撮
影
が
行
わ
れ
、
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
今
年
が
初
の
出
品
で
、

題
材
は
「
一
日
市
盆
踊
り
」
と
い
う

こ
と
で
本
番
の
会
場
に
お
い
て
撮
影

が
行
わ
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
後
、
撮
影
し
た
も
の
に
つ
い
て

編
集
を
行
い
、
10
月
25
日
ま
で
作
品

を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　
審
査
会
は
、
11
月
22
日
に
秋
田
テ

ル
サ
で
開
催
さ
れ
、
12
月
上
旬
に
テ

レ
ビ
で
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
楽
し
み
に
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

　
８
月
４
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
約
80
人
参
加
の
も

と
、
今
年
３
月
に
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
一
日
市
盆
踊
」
報
告

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
は
じ
め
に
５
人
の
個
人
、
３
団
体
の
皆
さ
ん
へ
感
謝
状
の
贈

呈
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
志
田
教
育
委
員
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
と
つ
づ

き
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
小
柳
克
二
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
「
祭
り
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
感
謝
状
を
受
賞
し
た
県
文

化
財
保
護
審
議
委
員
の
飯
塚
喜
市
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
一
日
市
郷
土
芸
術
研
究
会
に
よ
る

「
一
日
市
盆
踊
」
が
披
露
さ
れ
、
盆
踊
り
の
雰
囲
気
漂
う
報
告
会
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
祝
賀
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
郎
潟
町
「
一
日
市
盆
踊
」

　
秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
報
告
会

七
夕
　
〜
ね
ぶ
な
が
し
〜

七
夕
　
〜
ね
ぶ
な
が
し
〜

七
夕
　
〜
ね
ぶ
な
が
し
〜

平
成
18
年
度
河
川
浄
化
標
語
入
選
作
《
敬
称
略
》

「
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り

　
　
Ｃ
Ｍ
大
賞
２
０
０
６
」

本
町
の
Ｃ
Ｍ
撮
影
が
無
事
終
了

八
郎
潟
町
「
一
日
市
盆
踊
」

秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
功
労
者

秋
田
朝
日
放
送
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の
ぼ
り

の
ぼ
り

26
区
町
内
会

 

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」 「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」の
幟
を
設
置

全
町
野
球
大
会
が

　
　
　 

開
催
さ
れ
ま
し
た

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
少
　
志
田
千
陽
さ
ん

第
７
回
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
下
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
準
優
勝
！

平
野
孝
子
さ
ん
（
一
日
市
出
身
）よ
り

　
　
　
本
町
へ
10
万
円
を
寄
附

使用ワクチン

　
東
北
中
学
校
体
育
大
会
が
東
北
の

各
県
の
会
場
で
開
催
さ
れ
、
本
町
か

ら
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
と
男
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
選
手
が
出
場
し

ま
し
た
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
、
男
子
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
と
も
、
惜
し
く
も
全

国
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
女
子
団
体
　
ベ
ス
ト
８

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
伊
藤
　
茜
　
２
回
戦
敗
退

　
　
濱
野
夏
実
　
２
回
戦
敗
退

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
菊
地
真
美
子
・
中
道
澄
夏
組

　
３
位

（
全
国
大
会
代
表
決
定
戦
で
敗
退
）

　
　
工
藤
瑞
紗
・
斉
藤
莉
子
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
回
戦
敗
退

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
甲
谷
　
望
・
村
井
拓
朗
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
回
戦
敗
退

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

・
男
子
団
体

　
　
予
選
リ
ー
グ
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
１
勝
１
敗
で
進
め
ず

・
男
子
個
人

　
　
千
田
浩
将
・
川
口
忠
大
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
16

　
第
７
回
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
が
８
月
19
日
か
ら
20

日
ま
で
、
千
葉
県
千
葉
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
志
田
千
陽
さ
ん
（
３
年
生
）
は
、

３
・
４
年
生
女
子
の
部
に
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
予
選
リ
ー
グ
で
は
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
で
惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
下
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は

４
年
生
が
大
多
数
を
占
め
る
中
、
学

年
の
壁
を
乗
り
越
え
、
見
事
準
優
勝

し
ま
し
た
。

　
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
22
日
、
八
郎
潟
町
一
日
市
出

身
の
平
野
孝
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
在

住
）
が
、
役
場
を
訪
れ
本
町
へ
10
万

円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
野
さ
ん
は
、
同
期
会
の
た
め
来

町
、
本
町
の
た
め
に
使
っ
て
頂
き
た

い
と
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、
寄
附
金
を
大
切
に
使
わ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
26
区
町
内
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安

心
の
た
め
、
蛍
光
色
の
目
立
つ
幟
を
川
崎
地
区
の

全
域
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
設
置
し
て
い
る
幟
は
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」

10
本
と
、
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
20
本
。

　
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
幟
は
、
い
つ
も

誰
か
が
い
て
、
通
り
に
面
し
て
い
る
家
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
同
町
内
会
会
長
の
伊
藤
孝
雄
さ
ん
は
、
今
後
は
、

現
在
週
２
回
程
度
各
自
で
行
っ
て
い
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
、
徐
々
に
組
織
化
を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
努
め
て
い
き
た
い
と
話

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
８
月
14
日
、
弁
天
球
場
に
お
い
て
、

全
町
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
健
康
を
無
限
の
財

産
と
し
て
、
お
盆
の
間
に
町
在
住
者

は
も
ち
ろ
ん
、
帰
省
し
た
町
出
身
者

を
含
め
て
、
青
少
年
・
壮
年
が
一
同

に
集
い
、
野
球
を
通
じ
て
日
常
の
疎

遠
を
密
に
し
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
大
会
で
す
。

　
大
会
に
は
町
内
か
ら
８
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
晴
天
の
も
と
、
各
試
合
で

激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

全
町
野
球
大
会
が

　
　
　 

開
催
さ
れ
ま
し
た

優
　
勝

　
14
区
チ
ー
ム

準
優
勝

　
７
区
チ
ー
ム

最
優
秀
選
手
賞

　
加
藤
　
隆
二

　
　
　（
14
区
）

優
秀
選
手
賞

　
小
玉
　
勝
則

　
　
　（
７
区
）

好
プ
レ
ー
賞

　
三
戸
　
仁
志

　
　
　（
14
区
）

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
少
　
志
田
千
陽
さ
ん

第
７
回
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
下
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
準
優
勝
！

平
野
孝
子
さ
ん
（
一
日
市
出
身
）よ
り

　
　
　
本
町
へ
10
万
円
を
寄
附

26
区
町
内
会

 

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」 「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」の
幟
を
設
置

▲志田　千陽さん

▲平野 　孝子さん
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秋田県と本町の一人当たりの老人医療費との比較

◎老人保健制度とは～
　75歳（一定の障害がある方は65歳）以上になると「老人保健」という制度でお医者さんにかかる
ことになります。
　この制度は、高齢者がお医者さんにかかるときの負担を軽くして、安心して医療を受けられるよう
にするための制度ですが、今まで加入していた医療保険を抜けるわけではなく、お医者さんにかかる
場合について、老人保健が適用されることになります。したがって、保険税は今までどおり納めます。
　高齢者の方は病院などの医療機関まで窓口で、かかった医療費の一部負担金（１割、２割、３割）
を支払っています。しかし、残りの医療費は老人保健拠出金でまかなわれています。この老人保健拠
出金の費用を負担しているのが、国民健康保険や職場の健康保険、共済組合などの保険者やその被保
険者である高齢者以外の世代の人たちです。

◎老人保健でお医者さんにかかれる人は
　老人保健でお医者さんにかかる人の対象年齢は75歳（一定の障害のある人は65歳）以上です。
　ただし、75歳になっていなくても、昭和７年９月30日以前に生まれた人は、老人保健でお医者さんにかかり
ます。
　昭和７年10月１日以降に生まれた人は、75歳になるまでは引き続き現在加入している医療保険で医療を受け、
75歳になると老人保健でお医者さんにかかります。
　　◆75歳以上の人
　　◆65歳以上で一定の障害のある人
　　◆昭和７年９月30日以前に生まれた人

◎どうしたら医療費を節約できるの？

◎問い合わせは　役場町民福祉課　保健医療班　1875－5813

（１）重複受診を避けましょう
　ひとつの病気で複数のお医者さんにかか
ることを「重複受診」といいます。お医者
さんを変えると再び初診料がかかるだけで
なく、同じような検査をしたり、同じよう
な薬をもらったりと、本来は必要のないは
ずの医療費がかかってしまいます。
　また、検査や投薬の繰り返しはからだに
とってもよくありません。お医者さんを信
頼し、指示を守りましょう。

（２）薬は上手に
　　　　　飲みましょう
　お医者さんの指示に従い、適
切な用量・用法を守って薬を飲
みましょう。また、「かかりつ
け薬局」を持つと、薬の疑問な
どについて適切なアドバイスも
もらえます。

� H13� H14� H15� H16� H17

920

900

880

860

840

820

800

780

760

1,300

1,250

1,200

1,150

1,100

1,050

老人医療費
対象者数

（百万円） （人）

814

835

1,243

1,284

1,247

1,191
1,138

908

871

898

� H13� H14� H15� H16� H17

100

80

60

40

20

0

秋田県
八郎潟町

（万円）

44.6 42.5

65.0

42.0

72.7

40.8

73.1
78.9

65.5

本町の老人医療費と対象者数の推移

（３）健康診断を
　　　　　受けましょう
　生活習慣病などの病気はかか
りはじめに自覚症状がないもの
がほとんどです。年
に１回は定期的に町
の早朝健診などを受け、
病気の早期発見、早
期治療を心がけまし
ょう。

◎老人医療費と対象者数について
　平成14年10月の制度改正により、対象年齢が70歳から75歳に引き上

げられました。平成15年度から対象者数が減少していますが、一人当

たりの医療費は増加しております。

　また、本町は県内においても老人医療費が高く、本町の財政状況か

らみても、今後、医療費の抑制が課題となっております。

◎県と本町の一人当たりの医
療費との比較
　医療費について、県の平均と本町を比

べてみると年々増加し続けており、県と

比べ約1.5倍の高い水準となっております。

（H17は県の一人当たりの医療費は）　まだ発表されておりません

◎老人医療費はみんなで支え合っています
～老人医療費を大切に使いましょう～
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国民健康保険者医療費と町の医療費状況
国保医療費（平成18年６月分） （単位：円）

一人当たりの医療費

八　郎　潟　町

秋　　田　　県

�一般分� 退職分� 老人分

�17,821� 29,419� 74,205� 35,523

�20,809� 32,231� 70,969� 37,008

�19,651� 31,328� 62,291� 33,759

医　療　圏　内
（南秋・秋田・男鹿・川辺）

全　体
（平均）

事業名 対象者 場　所

保健センター

保健センター

時　間日・曜日

午前８時30分～
　11時30分受付

26日（火）

７日（木）
28日（木）

平成17年10月生
平成18年１月生
平成18年５月生

乳児健康診査

妊婦相談
母子手帳発行

母子手帳の必要
な妊婦

午後１時～
　１時30分受付

保健センター27日（水）
乳児をもつ
保護者

ひよこ教室
午前10時～
　　　　正午

月の保健衛生事業9

　
夏
ば
て
回
復
に
は
、
し
っ
か
り
と
睡
眠
を
取
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
規
則
的
な
生
活
習
慣
を
維
持
し
、
寝
室
を
涼
し
く

す
る
な
ど
環
境
を
整
え
て
、
十
分
な
睡
眠
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
短
時
間
の
昼
寝
は
と
て
も
効
果
的
で
す
。

　
次
に
、
冷
房
の
使
い
方
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
室
内
と

屋
外
の
温
度
差
が
大
き
く
な
る
と
体
温
調
節
す
る
自
律
神
経

が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
全
身
の
だ
る
さ
、
食
欲
低
下
、

頭
痛
と
い
っ
た
身
体
症
状
が
現
れ
、
無
気
力
感
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
温
度
差
は
５
か
ら
６
度
以
内
に
抑
え
、
湿
度
を
下

げ
る
こ
と
で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
上
手
な
水
分
補
給
が
重
要
で
す
。
水
分
補
給
を

怠
る
と
、
脱
水
症
状
を
起
こ
し
熱
中
症
に
な
っ
た
り
、
血
液

濃
度
が
高
ま
り
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
危
険
も

高
ま
り
ま
す
。
水
分
補
給
で
注
意
し
た
い
の
は
、
冷
た
い
物

を
急
に
ガ
ブ
ガ
ブ
飲
む
の
は
逆
効
果
と
い
う
こ
と
。
一
度
に

大
量
の
水
を
摂
取
し
て
も
う
ま
く
吸
収
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、

食
欲
も
低
下
し
ま
す
。
一
回
に
コ
ッ
プ
一
杯
以
下
の
量
を
ゆ
っ

く
り
飲
む
よ
う
に
し
て
、
就
寝
時
ま
で
に
発
汗
に
よ
る
体
重

減
少
を
補
う
よ
う
に
し
ま
す
。
水
分
補
給
に
は
糖
分
の
多
い

清
涼
飲
料
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
み
物
だ
け
で
満
腹
に
な

り
、
栄
養
不
足
な
の
に
太
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
水
分
補
給
の
手
段
と
し
て
は
ビ
ー
ル
も
避
け
る
べ
き
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
利
尿
作
用
が
あ
り
。
水
分
が
尿
と
し
て
排

出
さ
れ
る
た
め
、
脱
水
症
状
の
時
は
危
険
で
す
。
い
く
ら
仕

事
や
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
と
の
ビ
ー
ル
が
楽
し
み
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
水
分
補
給
を
が
ま
ん
す
る
の
は
禁
物
。
適
度
に
冷
え
た

水
や
お
茶
が
お
勧
め
で
す
。

◎対象者：満30歳以上の女性
　　　　（平成18年４月１日現在の満年齢）
◎料　金：1,100円（ただし、70歳以上の方、
　　　　　生活保護世帯の方は無料）
◎日　程：９月19日（火）高岡コミセン
　　　　　　　20日（水）保健センター
　　　　　　　21日（木）保健センター
　　　　　　　22日（金）寿山荘
◎受付時間：午後１時～１時30分
　　　　　　一日30人限定
◎申し込み〆切：９月８日（金）
◎申込先：町保健センター　1875－2800
※医療機関へ直接出向いて行う個別検診（乳が
ん、胃ガン、子宮・卵巣がん、基本健康診査）
は10月から12月に実施します。詳細について
は後日保健委員さんを通じてお知らせします。

◎日　時：９月29日（金）午前10時～12時
◎会　場：町保健センター
◎内　容：糖尿病の人の食事について
※対象者から糖尿病の食事に関心のある方なら
どなたでも。
◎申込先：９月28日まで町保健センターへ
　　　　　ご連絡ください。1875－2800

◎と　き　９月９日（土）　９：30～12：00
　　　　　　　　　　　　　13：00～14：30
◎ところ　湖東総合病院　病院祭　会場

なぜ献血が必要なの？
　医療現場では、輸血用血液がたえず必要とさ
れています。
　血液は人工的につくることができません。
　献血は身近なボランティア!!
　みなさんの善意が生きています！

輸血を受ける方の安全を守るため
　・献血受付の際に、ご自身を証明できるものの提示にご理解
　　ご協力をお願いいたします。　
　・医師の診断により献血をご遠慮いただく事があります。
主　催：秋田県・秋田県赤十字血液センター
協　力：湖東総合病院
問い合わせ先：
　　秋田中央保健所　1855－5170
　※９月９日当日はこちら↓
　　秋田県赤十字血液センター　1865－5541

◆献血の基準
※65歳以上の方は、
60～64歳に献血経験
のある方

マンモグラフィー検診車の巡回
乳がん検診のお知らせ ふれあい献血キャンペーン

年齢は？

400mL 献血

18～69歳※ 18～69歳※

50kg以上
男性 45kg以上
女性 40kg以上

200mL 献血

体重は？

糖尿病教室開催のお知らせ

〜
夏
ば
て
回
復

　
　
　
の
た
め
に
〜

夏
ば
て
し
て
ま
せ
ん
か
？

1875－2800

〜
夏
ば
て
回
復

　
　
　
の
た
め
に
〜

夏
ば
て
し
て
ま
せ
ん
か
？

マンモグラフィー検診車の巡回
乳がん検診のお知らせ

糖尿病教室開催のお知らせ

ふれあい献血キャンペーン
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お
は
こ

お
は
こ

ど
じ
ょ
う

ひ
ね
　
わ
す
れ
な
ぐ
さ

む
ろ

ぼ  

け

ね  

む

み
く
わ

今回は判定について説明します。

資源ごみ還元事業 平成18年８月分の資源ごみは次のとおりです。

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

円

円

・
雑
音
も
勝
っ
て
応
援
憎
め
な
い

・
束
の
間
の
空
中
円
舞
滝
光
る

七
　
習

・
音
無
し
の
夜
半
の
雨
に
目
の
冴
え
る

・
老
の
耳
羽
ば
た
く
鳥
篭
ハ
イ
ど
な
た

島
　
人

・
川
ア
オ
コ
お
ト
ギ
ば
な
し
の
桃
恋
し

・
久
し
い
雨
す
べ
て
を
許
す
気
に
も
な
る

無
　
一

・
夏
本
番
ア
イ
ス
に
束
の
間
を
い
や
す

・
束
の
間
の
逢
瀬
も
遠
い
物
語
り梅

　
香

・
萩
の
花
風
に
ゆ
れ
つ
つ
語
る
ご
と

・
音
沙
汰
も
な
く
て
健
康
た
し
か
め
る

寒
　
月

・
今
日
も
汗
手
足
の
ば
し
て
風
呂
の
中

・
音
を
聞
く
こ
と
も
な
く
な
り
里
の
友

草
　
風

　保険料の納付は年金給付を受けるためにも重要です。

　納め忘れてから２年を過ぎると納付できなくなって

しまいます。老後や、万一の障害、死亡といった事故

の場合に給付をうけられないことのないよう、忘れず

に納付しましょう。

保険料納付のご案内をしています

　各社会保険事務所では、納め忘れのある方に対して、

電話や戸別訪問による納付のご案内をしております。

　ご案内は社会保険事務所職員のほか、国民年金推進

員や社会保険事務局が委託をしている民間業者が行っ

ており、夜間や休日に行う場合もあります。

　皆さん一人ひとりの年金権を守るためですので、ご

理解・ご協力をお願いします。

●納め忘れをなくすためには

　保険料の納付は、手間がかからず毎月自動的に口座

から引き落としになる「口座振替」が便利です。ほと

んどの金融機関や郵便局でご利用いただけます。

お申し込みは、引き落としを希望する預貯金口座のあ

る金融機関へ、納付案内書、通帳、印鑑（通帳の届出印）

をご持参のうえ手続きを行うこととなります。

●収入が少なく納付が困難な場合は

　国民年金の保険料は月々13,860円ですが、離職など

で収入が少なく、納付が困難なときは、「保険料の免

除制度」をご利用ください。

国民年金保険料の納め忘れはありませんか？

判定

　成功失敗の判定は、センターレフリー１名、サイドレフリー

２名の審判員によって行われます。それぞれの判定は、判定

表示板に示され、成功は白ランプ、失敗は赤ランプが点灯し

ます。審判員の判定のうち、２つ以上白ランプがついたら成功、

２つ以上赤ランプがついたら失敗となります。

　反則行為の主なものは次のとおりで、いずれも失敗と見な

されます。

○規定の時間内に引き挙げられなかった場合（60秒以内に膝

を通過させること）

○足の裏以外の体の一部が、床に触れた場合（座った際、尻

が床に触れる場合の失敗が多い）

○クリーン（胸（鎖骨）まで引き挙げる動作）をしたときに、

肘が足にふれた場合

○頭上に挙げたときに肘が曲がった場合（多くの失敗が、肘

の曲がりによる失敗）

○一連の挙上動作を途中で止めた場合（スナッチは頭上まで

止めることなく、ジャークは胸まで）

○競技中にプラットホームを踏み出した場合

今回は判定について説明します。

ウエイトリフティング競技の

あらまし㈫

判　定　表　示　板

成　功　例 失　敗　例

資源ごみ還元事業

８月分
段ボール

3,230 11,300 6,020 2,860 1,250 96,245

20,900 66,340 40,430 13,200 6,000 571,501

新　　聞 雑　　誌 缶　　類 ペットボトル 積立額

累　計

平成18年８月分の資源ごみは次のとおりです。

　すべてのごみ袋には、名前を書いて出

すようにお願いします。

　ごみ袋を購入した時に、すぐ名前を書

いておくと、書き忘れを防ぐことができ

ます。

ごみの野焼きはやめましょう
ごみの野焼きは、法律で禁止されています。
隣近所の迷惑ともなりますので、やめてくだ
さるようお願いします。

ごみ袋への名前の記入について（お願い）

ウエイトリフティング競技の

あらまし㈫
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かけて安心 ＃9110
警察相談

かけて安心 ＃9110
　右記以外でも、警察では専門的な

立場から相談に応じるものとして、

以下の相談窓口を設けています。

レディース110番（性犯罪等の相談）

　　　0120－028－110
少年相談（やまびこ電話）

　　　018－824－1212
サイバー犯罪110番

　　　018－865－8110

一人で悩まず相談を

00 1 0

1 ０1 3 10 215

※飲酒運転による違反（酒酔い・酒気帯び）は１件１点
　飲酒運転による事故の負傷は１件３点、死亡８点、
　その他死亡事故は１件３点で換算しています。

負傷 死亡

７月中

７月まで
の 累 計

計

事 故 件 数
平成１8年

区　分

酒

酔

い

酒
気
帯
び

前
年
同
期
順
位

順
　
　
　
　
位

飲酒運転追放等の

競争実施中

全 県�（25市町村中)�６月末�22位�→７月末�21位
男鹿・潟上・南秋�（６市町村中)�６月末�４位�→７月末�４位

八郎潟町の順位（７月末）

◎
生
　
計

　
わ
れ
、
い
か
に
生
き
た
ら
よ
い
だ

ろ
う
か
、
人
は
た
だ
単
に
生
き
る
と

言
う
と
、
生
活
や
生
計
だ
け
の
こ
と

を
考
え
ら
れ
て
お
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
う
で
は
な
く
も
っ
と
人
間
と
し
て

の
本
質
的
な
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
今
置
か
れ
て
お
り
ま

す
自
分
が
こ
の
世
に
生
を
受
け
生
き

て
お
る
こ
と
は
、
大
き
く
ま
と
め
る

と
「
天
地
の
大
徳
」
を
受
け
て
生
き

て
お
る
こ
と
を
自
覚
し
そ
れ
に
感
謝

し
努
力
す
る
こ
と
で
す
。

◎
身
　
計

　
い
か
に
自
分
は
、
人
間
と
し
て
社

会
に
貢
献
し
た
ら
よ
い
か
、
い
か
な

る
職
業
に
で
も
価
値
観
を
も
っ
て
事

に
当
た
っ
て
い
く
心
構
え
が
必
要
で

す
。
常
に
自
分
を
磨
く
心
構
え
が
大

切
で
す
。

◎
家
　
計

　
こ
れ
も
単
に
経
済
的
面
に
だ
け
こ

だ
わ
る
こ
と
な
く
、
親
子
の
関
係
、

夫
婦
の
関
係
等
、
一
家
を
ど
う
維
持

し
て
い
く
か
を
十
分
考
慮
し
睦
ま
じ

き
雰
囲
気
を
も
っ
て
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
老
　
計

　
人
間
は
誰
も
生
き
て
い
る
限
り
は

老
い
る
の
は
当
然
で
す
。
老
後
の
生

活
と
か
健
康
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

老
人
と
し
て
の
価
値
を
発
揮
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◎
死
　
計

　
人
間
の
最
後
は
死
を
迎
え
る
こ
と

で
す
。
自
分
は
い
か
に
死
す
べ
き
か
。

こ
れ
が
大
き
な
課
題
で
す
。

「
棺
を
覆
っ
て
事
定
ま
る
」

結
局
は
そ
の
人
の
生
き
様
が
問
わ
れ

る
事
と
思
い
ま
す
。

　
人
生
の
五
計
を
私
な
り
に
考
え
ま

し
た
。
人
間
の
生
命
の
根
本
は
こ
の

「
人
生
の
五
計
」
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
平
凡
に
人
生
を
送
る
こ
と
な
く
、

目
的
に
向
か
っ
て
精
一
杯
生
き
る
こ

と
を
誓
い
た
い
。（

絵
＝
安
田
敏
雄
）

　警察では、防犯、交通に関することなど、いろいろな相

談に応じています。

　家庭内の暴力や子供の非行、ストーカーなどの身近な問題・

不安など、どこに相談してよいのかわからず一人で悩んで

いる人の相談に担当者が応じています。

　相談は無料で、秘密は厳守しますので、安心して相談で

きます。

電話での相談は、県民安全相談センター

＃9110 又は 018－864－9110
　　　　　　　　　　　　　　　　　におかけください。

　『＃9110』は、全国どこからでも、家庭の電話（プッシュ

回線）や公衆電話、携帯電話、ＰＨＳでプッシュすれば、

最寄りの警察総合相談窓口に直接つながります。

　また、県民安全相談センターには、県民からの相談・要

望等に直接出向いて対応する「Ｑ.Ｒ.Ｓ.」班（女性警察官含

む）を配置しています。

９月11日は「警察相談の日」

『警察相談の日』の広報活動

と　き：９月11日（月）

　　　　午前11時30分～午後１時

ところ：秋田駅前アゴラ広場

※午後０時10分～０時50分には、

警察音楽隊による演奏もあります。

　右記以外でも、警察では専門的な

立場から相談に応じるものとして、

以下の相談窓口を設けています。

レディース110番（性犯罪等の相談）

　　　0120－028－110
少年相談（やまびこ電話）

　　　018－824－1212
サイバー犯罪110番

　　　018－865－8110

かけて安心 ＃9110
警察相談

一人で悩まず相談を

〜
随
想
録
〜
�

　
「

人

生

の

五

計

」
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役場直通電話番号・メールアドレス

◆総　務　課
・総　務　班� 1875－5801
　soumu@town.hachirogata.lg.jp
・企画財政班� 1875－5802
　kikakuzaisei@town.hachirogata.lg.jp
・税　務　班� 1875－5807
　zeimu@town.hachirogata.lg.jp
・会　計　班� 1875－5804
　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆町民福祉課
・町民生活班
（窓口サービス担当）�1875－5805
（消防・交通・環境担当）�1875－5806
　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp
・福祉介護班� 1875－5808
　fukushikaigo@town.hachirogata.lg.jp
・保健医療班� 1875－5813
　hokeniryou@town.hachirogata.lg.jp

◆産業建設課
・産業振興班� 1875－5803
　sangyou@town.hachirogata.lg.jp
・建　設　班� 1875－5809
　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp
・下 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆水　道　課
・上 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課
・学校教育班� 1875－5812
　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp
・生涯学習班(公民館)�1875－5777
　kouminkan@town.hachirogata.lg.jp
・国体班(ｵﾘﾝﾋ゚ｯｸ)�1875－5500
　kokutai@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園� 1875－2734
　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局� 1875－5810
　gikai@town.hachirogata.lg.jp

●役場代表 1875－5800

　皆さんの健康づくりを応援するイ
ベント「健康フェスタ」を開催します。
健康づくりに関する様々なコーナー
で皆さんをお待ちしています。

◎日時　９月30日（土）
　　　　午前10時～午後４時
◎会場　アグリプラザ昭和
　　　　（ブルーメッセあきた内）
◎入場料　無料
◎主催　秋田地域振興局福祉環境部
◎問い合わせ先
　秋田中央保健所　企画調整班
　1855－5170

　10月１日から始まる公証週間にち
なみ、秋田公証人役場では、次により、
電話相談を開設します。
◎日時　10月７日（土）、８日（日）
　　　　午前９時～午後５時
◎相談内容
　相続・遺言、任意後見、離婚給付
◎相談・問い合わせ先
　秋田公証人合同役場
　1864－0850
　1824－0561

　施設を開放しておりますので、ど
なたでもお気軽にお茶飲みや遊びに
立ち寄ってください。
　見学もＯＫです。認知症の理解や
関わり方についての相談も賜ります。
◎日時　９月９日～23日
　　　　午前10時～午後４時
◎場所
　八郎潟町夜叉袋字中羽立74－10
◎問い合わせ先
　管理者（小玉）
　1875－2414

〈げんきっこ広場で遊ぼう〉
◎日時　９月13日（水）、20日（水）
　　　　午前９時30分～正午
◎場所　町中央児童館
※ブロック遊びや三輪車、車に乗っ
て遊びましょう。小麦粉粘土やお絵
かきもできます。

〈バス遠足〉
◎日時　９月29日（金）
　　　　午前９時30分～11時30分
◎場所　国花苑（井川町）

〈げんきっこまつり〉
◎日時　９月９日（土）
　　　　午前９時30分～12時
◎場所　八郎潟保育園
※みんなでおまつりを楽しみましょう。
金魚すくいや食べ物もあります。

〈マタニティレッスン〉
◎日時　９月15日（金）
　　　　午前10時～11時
◎場所　八郎潟保育園
※お人形を使ってオムツ交換や沐浴
を体験してみませんか？
　これからパパ・ママになる方、気
軽に遊びに来て下さい。
　９月11日（月）までご連絡ください。

◎問い合わせ先
　八郎潟保育園
　1875－5172

◎日　時　９月９日（土）
　　　　　午後２時～４時
◎会　場　町農村環境改善センター
◎映　画　『ロボッツ』
◎入場料　無料
◎主　催　町中央児童館
※小さなお子さんには保護者の方の
付き添いをお願いします。
◎問い合わせ先
　町中央児童館　　1875－3505
　役場町民福祉課　1875－5808

◎実施日　１回目　９月13日（水）
　　　　　２回目　９月20日（水）
　　　　　いずれも午後２時～４時
◎会　場　町農村環境改善センター
◎講　師　伊藤可奈子さん
　　　　　高橋 健さん
◎受講料　無料
※申込み受付は９月11日（月）まで
◎問い合わせ・申込先
　八郎潟町公民館
　1875－5777

地域子育て支援センター
”はっぴぃ”からのお知らせ

こども映画祭
　みんなで見にきてね！

秋田公証人役場
　　電話相談の開設

グループホームけやきから
のお知らせ

情報プラザ
あなたの健康作りを応援します!!

健康フェスタのご案内
後期成人趣味講座
　　　　　オカリナ講座
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（７月届出分）

（　　　　  ）
（　　　　  ）
（　　　　  ）

◎健やかに

６・25�伊藤　蒼空（そら）� 女

� （宏平・舞）� ９区

６・28�石井友香里（ゆかり）�女

� （和史・志穂）� 28区

６・30�三戸　菜緒（なお）� 女

� （智・しのぶ）� 27区

７・１�石川　颯汰（そうた）�男

� （広和・純子）� 30区

７・５�畠山　愛大（あいる）�男

� （努・育恵）� 26区

７・11�一関　温人（はると）�男

� （功・紀子）� 32区

７・13�嶋崎　結夏（ゆうか）�女

� （務・祥子）� 宮城県

◎ご結婚おめでとう

７・７�　小柳　　聡� ９区

� 　下浅あゆみ� 青森県

７・７�　真藤子博樹� 26区

� 　遠藤　光代� 26区

７・７�　一ノ関文武� 14区

� 　佐藤麻里子� 潟上市

◎ご冥福をお祈りします

６・30�小松　澄子（66歳）�19区

７・２�小玉　藤市（87歳）�20区

７・３�藤井　榮八（64歳）�10区

７・10�藤井アサノ（89歳）�１区

７・15�吉田　三郎（75歳）�19区

７・19�加藤　大介（40歳）�14区

７・23�小野　チヨ（77歳）�９区

７・25�畠山　カネ（91歳）�９区

７・26�爪林マサ子（69歳）�９区

７・29�北嶋カネノ（85歳）�16区

７・29�大石　榮子（71歳）�５区

◇人口

� 当　月� 先月比�昨年比

男　3,327人�（ ＋５人）（－37人）

女　3,830人�（ －８人）（－45人）

計　7,157人�（ －３人）（－82人）

◇世帯数

　　2,478戸�（ ＋２戸）（ －５戸）

※住民基本台帳

◇出　生　  ７人（23人）〔22人〕

◇結　婚　  ５組（18組）〔10組〕

◇死　亡　 11人（51人）〔56人〕

　※（　）は１月からの累計、

〔　〕は昨年同時期の累計

◇交通事故件数

　物損事故�３件（54件)〔62件〕

　人身事故�２件（10件)〔16件〕

　※（　）は１月からの累計、

〔　〕は昨年同時期の累計

　サンバやボサノバはもちろん、「音
楽の宝庫」と言われる多様性に富ん
だブラジル音楽をヴァリエーション
豊かに表現するアーティスト、ジョ
ゼ氏の紡ぎ出すボーダーレスな音楽
を聴いてみませんか。

◎日　時　９月18日（月）
　　　　　午後６時～
◎会　場　町農村環境改善センター
◎入場料　無料
◎主　催　
町教育委員会、八郎潟町文化体験プ
ログラム実行委員会
※願人踊との共演が見られます。

◎開催日
　第１回　９月26日（火）
　第２回　10月24日（火）
　第３回　11月28日（火）
　第４回　12月26日（火）
　第５回　平成19年１月23日（火）
　第６回　平成19年２月27日（火）

◎時間　午後３時～４時30分
◎会場　秋田地域振興局福祉環境部
　　　　（秋田中央保健所）
◎対象
　うつ病およびうつ状態の方の家族
◎内容
　家族同士の話し合い、情報交換、
うつ病に関する学習会
◎参加費　無料
※事前に申込みをお願いします。

◎申込み・問い合わせ先
　秋田地域振興局福祉環境部
　1 855－5171
　FAX 855－5160

　誰でも気軽に安心して相談できます。
　秘密は厳守しますので、お気軽に
ご相談ください。
◎相談日時
　９月８日（金）・22日（金）
　午後２時～５時
◎場所
　社会福祉協議会生活相談室
◎予約及び問い合わせ先
　町社会福祉協議会
　1875－3871

　県では住宅の新築やリフォームを
予定している県民の方々やこれから
の住まいづくりに興味のある方々を
対象に、秋田花まるっ住宅ガイドラ
インや事例をもとに「住宅のバリア
フリーの進め方」等についての講演や、
参加者からのバリアフリー改修等の
質問に専門家がお答えする相談会を
開催致します。
◎期　日　９月16日（土）
　　　　　午後１時30分～
◎会　場　秋田県労働会館
◎受講料　無料
◎定　員　100名程度
◎申込期限　９月15日（金）まで
◎問い合わせ・申込み先
　県建築住宅課
　1860－2561

　日本テレビのズームインサタデー
において本町で昔食べられていた「つ
けご」の取材が行われました。
　次の日程で放送されます。
◎放送日時　９月２日（土）
　　　　　　午前７時30分頃～
◎放 送 局　ABS秋田放送局

◆
預
託
状
況
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返
し
（
亡
父
　
榮
八
さ
ん
）

　
　
　
　
　
金
　
３
０，

０
０
０
円

８
・
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13
区
　
吉
田
　
由
美
　
様

　
快
気
祝
い

　
　
　
　
　
金
　
１
０，

０
０
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円

８
・
17
　
20
区
　
小
玉
　
富
男
　
様

　
香
典
返
し
（
亡
父
　
藤
市
さ
ん
）

　
　
　
　
　
金
　
５
０，

０
０
０
円

八
郎
潟
町
善
意
銀
行

八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

町のミニ統計（７月末現在）

ジョゼ　ピニェイロ・ブ
ラジル音楽の夕べ

うつ家族教室のご案内

心配ごと相談所の開設

秋田花まるっ住宅セミナー

９月２日放送
日本テレビズームインサタデー

本町で撮影された

「つけご」が放送されます
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昭和10年頃の一日市尋常高等小学校の話（16）

  

 ふ
れあい

99

▲最上段の右から２番目が嶋崎さんです。

憲　

月の行事予定9
�２日(土)�・八中祭（体育祭）

�３日(日)�・八中祭（文化祭）

�５日(火)�・全県消防大会

�13日(水)�・小学校修学旅行
� �　　　　　　（～14日）

�16日(土)�・幼稚園ふれあい運動会
� �・全日本野鯉鮒釣り大会
� �　　　　　　（～17日）
� �・郡市中体連秋季大会
� �　　　　　　（～17日）

�18日(月)�・全町グランドゴルフ大会

�27日(水)�・全県ゲートボール大会

▼
８
月
は
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
夏
バ
テ
は
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
。

　
さ
て
、８
月
は
今
ま
で
に
な
く
町

民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。「
ア
オ
コ
の
大
発
生
」に

よ
る
断
水
で
す
。８
月
８
日
か
ら
17

日
ま
で
給
水
制
限
が
行
わ
れ
、給
水

巡
回
が
行
わ
れ
ま
し
た
。お
盆
を
は

さ
み
帰
省
さ
れ
た
方
、観
光
に
来
ら

れ
た
方
な
ど
大
変
ご
不
便
を
お
掛

け
し
た
と
思
い
ま
す
。私
た
ち
職
員

も
給
水
車
で
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ

給
水
巡
回
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、井
川
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
き
た
方
も
給
水
作
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、大
潟
村
で
は
風
呂
な
ど
、

無
料
提
供
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
、し
み
じ
み
と
水
の
あ

り
が
た
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
か

な
い
た
め
に
も
、水
に
対
す
る
対
応

を
早
い
段
階
で
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
関
係
機
関
の
皆
様
、ご
協
力
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
一
日
市
町
で
も
、
一
日
市
小
学
校
で
も
、
学
童

千
人
を
目
標
と
し
て
各
方
面
に
働
き
か
け
て
い
ま
し
た
が
、

あ
る
時
期
か
ら
生
徒
数
が
増
え
な
く
な
り
は
じ
め
ま
し
た
。

私
が
四
、
五
年
生
の
頃
で
何
一
つ
世
間
の
事
が
わ
か
ら
な

い
時
で
し
た
。

　
こ
の
頃
、
満
州
へ
渡
っ
て
開
拓
を
行
う
、
満
蒙
開
拓
義

勇
隊
だ
か
何
だ
か
、
似
た
よ
う
な
名
称
の
団
体
が
募
集
さ

れ
て
、
若
い
男
女
が
大
勢
申
し
込
ん
だ
も
の
で
し
た
。
な

に
し
ろ
、
田
畑
を
二
町
歩
ず
つ
た
だ
で
も
ら
え
て
、
夫
婦

で
行
け
ば
田
畑
も
多
く
も
ら
え
る
し
、
家
も
自
分
た
ち
の

好
き
に
建
て
ら
れ
る
し
、
農
具
や
馬
な
ど
も
共
同
で
使
え

る
な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
、
誰
だ
っ
て
行
き
た
く
な
る
。

　
そ
の
頃
の
農
家
で
は
、
長
男
で
あ
れ
ば
親
譲
り
の
田
畑

を
も
ら
え
る
が
、
次
男
、
三
男
は
一
反
歩
か
二
反
歩
の
田

畑
を
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
で
家
族
を
養
う
こ
と
な
ど
で
き
る

訳
の
な
い
事
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
事
で
し
た
。
そ
れ
が

十
倍
、
夫
婦
で
行
け
ば
さ
ら
に
馬
で
も
何
で
も
使
う
事
が

で
き
る
。
こ
ん
た
良
い
事
無
い
と
言
っ
て
、
水
呑
百
姓
の

次
男
、
三
男
ば
か
り
で
な
く
、
か
な
り
裕
福
な

生
活
を
し
て
い
る
農
家
で
も
申
し
込
ん
だ
の
で

す
。
家
の
跡
継
ぎ
は
長
男
夫
婦
が
い
れ
ば
い
い

の
だ
か
ら
、
次
男
、
三
男
に
嫁
を
も
ら
っ
て
満

洲
さ
や
れ
ば
向
こ
う
で
大
き
く
百
姓
が
で
き
る
。

満
洲
で
の
百
姓
の
や
り
方
は
、
岩
手
県
の
六
原

か
ど
こ
か
に
あ
る
実
習
道
場
で
訓
練
を
受
け
て

行
く
か
ら
心
配
は
い
ら
な
い
し
、
兵
隊
検
査
は

満
洲
さ
行
っ
て
か
ら
受
け
て
関
東
軍
に
配
属
に

な
る
と
か
な
ん
と
か
。
兵
隊
に
行
か
ず
に
終
戦

に
な
っ
た
私
に
は
よ
く
理
解
で
き
な
い
よ
う
な

事
が
言
い
は
や
さ
れ
て
、向
こ
う
へ
行
っ
た
人

た
ち
も
非
常
に
多
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、都
会

の
工
場
な
ど
が
不
景
気
で
仕
事
が
な
く
て
こ
ち

ら
に
来
て
い
た
人
が
、都
会
で
仕
事
が
で
き
る

と
、こ
ち
ら
か
ら
働
き
に
出
た
り
し
て
町
の
生

産
率
も
下
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
日
市
小
学
校
は
教
室

が
余
っ
て
き
た
の
で
す
。
余
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
使
わ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
、
ト
ラ
ホ

ー
ム
と
い
う
目
の
伝
染
病
が
非
常
に
多
く
て
困

っ
て
い
た
し
、
青
年
の
場
合
は
、
地
獄
の
門
よ

り
怖
い
兵
隊
検
査
が
あ
っ
て
、
そ
の
時
、
目
に

伝
染
病
な
ん
か
持
っ
て
い
れ
ば
、
大
勢
の
前
で

死
ん
た
げ
叱
ら
れ
る
か
ら
、
目
の
治
療
の
部
屋

と
し
て
使
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
生
徒
数
が
増
え
な
い
の
は
、
一
日
市
小
学
校
だ
け
で
は

な
く
、
口
に
は
出
さ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
日
本
全
国
の
工

場
が
兵
器
工
場
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
大
き
な
町
の
学
校
は
生
徒
数
が
増
え
て
も
、
一
日
市

小
学
校
は
増
え
な
く
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
い
つ
も
の
年
度
末
と
同
じ
く
、
小
学
六
年
を
卒

業
し
、
だ
い
ぶ
人
数
は
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
と
に
か

く
高
等
科
へ
進
み
ま
し
た
。

　
高
等
科
へ
進
ん
で
か
ら
「
こ
の
先
生
が
お
前
ら
の
受
け

持
ち
の
先
生
だ
」
と
校
長
先
生
に
紹
介
さ
れ
た
先
生
が
武

内
眞
盛
先
生
で
し
た
。
な
ん
と
身
長
も
大
き
く
、
男
ぶ
り

も
立
派
で
、
自
己
紹
介
の
と
き
何
を
話
さ
れ
た
の
か
、
私

に
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

文
・
一
日
市
＝
嶋
崎
　
利
雄（
つ
づ
く
）

◎１段目の右から４人目が武内真盛先生。嶋崎さんは上から２段目の左から
　２人目です。（写真は嶋崎利雄さん所蔵）
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